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全国医療経営士
実践研究大会

10月20日土
10月21日日

2 0 1 8年

第 7 回

大会参加料金を
大幅引き下げ
より参加しやすく
なりました!

新時代を切り拓く
医療経営士の挑戦と創造
──“顔”と“想い”の見える連携づくりを目指して

●事前参加登録料金
（税込）
両日：9,000円
１日：5,000円
※会員価格
※懇親会は別途5,000円札幌ビューホテル大通公園 札幌市中央区大通西8丁目会

場 田中繁道
大
会

運
営

委
員
長

5月上旬より参加エントリー
演題発表登録の受付開始!

大
会
テ
ー
マ

開
催
日
時

札幌大会

渓仁会グループ最高責任者／医療法人渓仁会理事長／
日本医療経営実践協会北海道支部支部長
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て
行
わ
れ
、
好
評
だ
っ
た
医
療

経
営
士
に
よ
る
特
別
講
演
を
実

施
。
元
小
樽
病
院
［
小
樽
協
会

病
院
］
診
療
部
長
で
、
現
在
は

北
海
道
文
教
大
学
で
教
鞭
を
と

る
草
野
真ま

さ

暢の
ぶ

氏
、
武
田
薬
品
工

業
株
式
会
社
の
柴
田
和
典
氏
、

株
式
会
社
千
葉
興
業
銀
行
の
眞

田
心
哉
氏
が
登
壇
し
、
大
会
テ

ー
マ
で
も
あ
る
「
新
時
代
を
切

り
拓
く
医
療
経
営
士
の
挑
戦
と

創
造
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
く
。
異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
持
つ
３
人
は
日
頃
、
何

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
の

か
。
医
療
経
営
士
に
求
め
ら
れ

る
使
命
と
実
践
の
あ
り
方
・
方

向
性
を
示
す
内
容
と
な
る
は
ず

だ
。１

日
目
の
最
後
を
飾
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
２
０
１
８
年
度
か

ら
当
協
会
の
新
規
事
業
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
第
１
回
「
医
療

経
営
に
関
す
る
研
究
助
成
」
の

中
間
報
告
だ
。
選
考
委
員
長
を

務
め
る
尾
形
裕
也
氏
（
九
州
大

大
会
１
日
目
は
、
主
催
者
、

大
会
運
営
委
員
長
に
よ
る
開
会

挨
拶
の
あ
と
、
基
調
講
演
で
幕

が
上
が
る
。
基
調
講
演
の
演
者

は
、
現
在
交
渉
中
だ
が
、
地
元
・

北
海
道
を
代
表
す
る
病
院
経
営

者
を
予
定
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご

期
待
い
た
だ
き
た
い
。

続
い
て
、
前
回
大
会
で
初
め

●第7回札幌大会  大会プログラム

※4月16日現在。プログラムは諸般の事情により変更になる場合がございます。敬称略

10
月
20
日（
土
）・21
日（
日
）に
札
幌
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
大
通
公
園
で
開
催
さ
れ
る
第
７
回「
全
国
医
療
経
営
士
実

践
研
究
大
会
」札
幌
大
会
の
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
決
定
し
た
。５
月
上
旬
に
は
、い
よ
い
よ
大
会
参
加
と
演
題

発
表
登
録
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
開
始
さ
れ
る
。前
回
大
会
の
演
題
発
表
で
審
査
委
員
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
３
人

の
医
療
経
営
士
か
ら
届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ（
２
面
）と
と
も
に
、本
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

新
し
い
地
域
医
療
の
構
築

に
向
け
て
、医
療
経
営
士
が

果
た
す
べ
き
使
命
と
は
？

2日目 10月21日㊐ 開場8：30

第7回「全国医療経営士実践研究大会」札幌大会
2日間（10月20～21日）の大会プログラムが決定!

異なる業種の医療経営士３人が特別講演で登壇！
演題発表は「支部推薦」と「一般」の2部門へ

13：00～13：25 開会挨拶

18：30～20：30 懇親会（全国医療経営士情報交換会）

16：05～16：25 講評・表彰
16：25～16：30 閉会挨拶

9：05～9：10 審査委員紹介

11：45～12：45 ランチョンセミナー・休憩

9：00～9：05 審査委員長メッセージ 発表にあたり
	 吉長成恭（県立広島大学大学院経営管理研究科MBA客員教授／
	 医師／医学博士）

15：00～16：00 特別対談
 新時代を切り拓く地域医療連携成功のカギ
	 大川原淳（医療法人社団医修会理事長）
	 川渕孝一（東京医科歯科大学大学院医療経済学分野教授）

1日目 10月20日圡 開場12：30

13：25～14：25 基調講演
 病院リーダーの挑戦と創造とは？──新しい地域医療の構築を目指して（仮）
	 未定（現在交渉中）

15：15～15：55 医療経営士 特別講演2【医薬品部門】
	 柴田和典（武田薬品工業株式会社ジャパンファーマビジネスユニット
	 営業戦略部フィールドマネジメントグループ主席部員）

16：45～18：10 医療経営士 2018年度研究助成・中間報告
 ――指定課題「医師・看護師等の働き方改革」
 【選考委員長挨拶】
	 尾形裕也（九州大学名誉教授）
 【中間報告】

14：35～15：15 医療経営士 特別講演1【医療機関部門】
	 草野真暢（北海道文教大学人間科学部理学療法学科教授／
	 元社会福祉法人北海道社会事業協会小樽病院［小樽協会病院］診療部長）

15：55～16：35 医療経営士 特別講演3【金融機関部門】
	 眞田心哉（株式会社千葉興業銀行法人戦略部コンサルタント支援室
	 部長代理［医療担当］）

9：10～11：45 演題発表セッション1【支部推薦】
 テーマ：“顔”と“想い”の見える連携づくりを目指して

12：45～14：55 演題発表セッション2【一般】
 テーマ：自由



看護師の皆さまにご紹介ください! “明日から使える”看護師スキルアップセミナー
しっかり食べて退院につなぐ
看護師のための口腔の評価とケアセミナー

医療・介護の領域において、食べ物の入り口である口腔の状態を適切に評価し、
しっかりケア・サポートするためのオーラルマネジメントの視点が重要です。本セミナーは、
必要な基礎から実践まで、実技を取り入れながらしっかりと習得できる内容となっています。

主 催： 株式会社日本医療企画
開催日： 2018年7月7日（土） 13：00～17：00
会 場： 福岡国際会議場 404会議室
参加費： 3,000円 ※料金は消費税込
定 員： 100人
 定員になり次第締め切らせていただきます

協 賛： アサヒグループ食品株式会社
後 援： 一般社団法人日本医療経営実践協会
問い合わせ先： 株式会社日本医療企画 九州支社 高場まで
  TEL:092-418-2828
申込方法： 【事前申込制】下記ホームページアドレス
  よりお申込みください。

講義1 今求められるオーラルマネジメントとは
 講師：松尾浩一郎先生 藤田保健衛生大学医学部歯科教授

講義2 現場で使える口腔ケアの手技と実践
 講師：三鬼達人先生 藤田保健衛生大学病院看護長
  摂食・嚥下障害看護認定看護師

h t p p : / / w ww. j m p . c o . j p / s em i n a r / n u r s e / f u k u o k a（24時間受付） 詳細は➡ 検索日本医療企画 看護師セミナー

セ
ミ
ナ
ー
内
容

～基礎と実践～ 開催
日時 7月7日圡

in 福岡
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学
名
誉
教
授
）
の
挨
拶
の
あ

と
、
助
成
対
象
者
（
５
月
下
旬

に
発
表
予
定
）
に
よ
る
研
究
内

容
の
報
告
な
ら
び
に
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
る
。
指
定
課
題
「
医

師
・
看
護
師
等
の
働
き
方
改
革
」

は
、
医
療
界
が
抱
え
る
重
要
課

題
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
斬
新
な
視
点
・
発
想
か
ら
の

研
究
を
期
待
し
た
い
。

終
了
後
は
、
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
医
療
経
営
士
や
協
会
関
係

者
と
親
睦
を
深
め
、
情
報
交
換

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
る
。

大
会
２
日
目
は
、
い
よ
い
よ

医
療
経
営
士
に
よ
る
演
題
発
表

だ
。
今
大
会
で
は
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
「
支
部
推
薦
」
と
「
一
般
」

の
２
つ
に
分
け
、「
支
部
推
薦
」

は
全
国
７
支
部
か
ら
代
表
者
を

１
人
ず
つ
選
抜
し
、「“
顔
”
と

“
想
い
”
の
見
え
る
連
携
づ
く

り
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に

発
表
。
自
由
応
募
と
な
る
「
一

般
」
は
テ
ー
マ
も
自
由
と
し
、

幅
広
い
内
容
の
実
践
活
動
を
報

告
す
る
。
発
表
時
間
は
１
人
当

た
り
約
15
分
、「
一
般
」
の
発

表
枠
は
医
療
機
関
内
外
か
ら
５

～
７
人
程
度
を
予
定
し
て
い

る
。審

査
委
員
長
は
、
前
回
大
会

に
引
き
続
き
、
県
立
広
島
大
学

大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
Ｍ
Ｂ

Ａ
客
員
教
授
の
吉
長
成
恭
氏
が

務
め
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
あ
と

に
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
。
演
題

発
表
は
自
身
の
日
頃
の
活
動
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
そ
の
成

果
を
医
療
経
営
士
同
士
で
共
有

す
る
場
で
も
あ
る
。
我
こ
そ
は

と
思
う
方
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
お
待
ち
し
て
い
る
。

演
題
発
表
の
あ
と
は
、
医
療

法
人
社
団
医
修
会
理
事
長
の
大

川
原
淳
氏
と
東
京
医
科
歯
科
大

学
大
学
院
医
療
経
済
学
分
野
教

授
の
川
渕
孝
一
氏
に
よ
る
特
別

対
談
「
新
時
代
を
切
り
拓
く
地

域
医
療
連
携
成
功
の
カ
ギ
」
が

行
わ
れ
る
。
医
療
法
人
社
団
医

修
会
は
北
海
道
室
蘭
市
に
お
い

て
大
川
原
脳
神
経
外
科
病
院
を

運
営
し
、
40
年
以
上
に
わ
た
り

地
域
医
療
を
支
え
て
き
た
。
モ

デ
レ
ー
タ
ー
役
を
務
め
る
川
渕

氏
と
と
も
に
、
新
時
代
に
必
要

な
地
域
医
療
連
携
の
モ
デ
ル
と

そ
の
実
現
に
向
け
た
成
功
の
カ

ギ
を
探
る
。

そ
の
後
は
、
吉
長
氏
に
よ
る

演
題
発
表
の
講
評
お
よ
び
受
賞

者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
閉
会

挨
拶
「
次
回
仙
台
大
会
開
催
に

向
け
て
」
で
、
２
日
間
の
大
会

は
幕
を
閉
じ
る
。

大
会
参
加
な
ら
び
に
演
題
発

表
登
録
の
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
５

月
上
旬
よ
り
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
受
付
開
始
。
一
人
で
も
多

く
の
医
療
経
営
士
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

地域医療支援病院の紹介患者増への寄与という
経営課題に対し、当院では全国でも珍しい専属の

「営業チーム」を結成しました。このチームによ
る訪問活動の実践と、営業の効果をまとめた数値
データを外部の方に評価してもらおうと考えたの
が発表の動機です。

発表の内容にエビデンスを求めたため、業務で
の実践をできる限り数値化するよう心がけまし
た。マイケル・サンデル氏などの動画を研究し、
プレゼンスキルの向上も目指しました。
受賞した結果、当院の院長をはじめ多くの職員か
ら賞賛されました。加えて、他院から助言を求め
られたり、講演依頼があったり、私自身も驚くよ
うな成果がありました。

全国大会は、医療経営士の皆さんの日頃の取り
組みに対し、院内外の方々から評価を受け、新し
い解決方法や取り組みについて多くのアドバイス
をいただける場所だと思います。ぜひ、参加およ
び発表にチャレンジしてください。

活動の成果を数値化して
わかりやすく伝える
黒枝貴洋氏
社会医療法人敬和会
大分岡病院
医療福祉支援部

医療経営に興味を持ち学んでいく過程で、医療
ツーリズムを知りました。観光業界における経験
と学んだ医療の知識を活かして理解を深めるな
か、座学だけでなく自分の考えをほかの人に伝え
ることが大切だと考え、演題発表に挑戦しました。

発表までは、とにかく行動あるのみでした。資
料を読むだけでなく、時には飛行機に乗って、旅
行会社や医療ツーリズムを実施している病院へ足
を運びました。発表の直前まで内容の絞り込みを
行うなど準備に力を入れただけに、受賞を知った
ときは達成感でいっぱいで、次のステップへ進も
うと決めました。

発表を経て、所属研究室の先生方も医療ツーリ
ズムに興味を持ってくださるようになり、ディス
カッションができるようになったことが一番の成
果です。自分の言葉で伝えることの大切さを実感
し、多くの医療経営士の方と知り合えたことは貴
重な経験となりました。札幌大会もぜひ参加した
いと思っています。

演題発表までの準備は
とにかく行動あるのみ
水田美紀氏
岡山大学大学院
医歯薬学総合研究科
医療政策・医療経済学分野修士課程

自分の活動が目標までどの程度達しているかを
客観的に捉え直したいと考え、発表することにし
ました。また、過去の演題発表にはなかった新し
いテーマを提示したいという思いもありました。

発表を行うにあたって取り組んだのは、過去の
活動を振り返ることです。具体的には、定量的・
定性的分析を行い、PDCAが回っていることが確
認できるデータをまとめました。また、自身の活
動の実績の1つとして、『月刊医療経営士』の連
載記事を活用しました。

発表の結果、次の課題を見つけることができ、
受賞が自信になりました。さらに、受賞の影響か
どうかわかりませんが、私たちの主催する研究会

「医療経営士キャリア・イノベーション愛知」の
参加者が増えたという成果もあります。

全国大会の大きなプレッシャーのなかで、自分
が発信したい内容がどこまで表現できるか。その
ための準備は大変ですが、その分、得るものは大
きいと思います。ぜひ皆さんも挑戦してください。

自信につながる
全国大会での発表
渡辺 徹氏
名古屋第一赤十字病院
管理局経理部長

第 6 回 広 島 大 会 審 査 委 員 奨 励 賞 受 賞 者 か ら の メ ッ セ ー ジ

最高の舞台で日頃の成果を報告しよう!
5月上旬

演題発表登録
受付開始 !!

「
支
部
推
薦
」と「
一
般
」

２
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て

演
題
発
表
者
が
登
壇
！



常に問題意識や何事にも興味を持ち
自分なりに解析する習慣をつけることが大切

初の「医療経営指導士」誕生！１級資格者に広がる活躍の場
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イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
ト
ラ
ン
プ
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
就
任
、
金

正
恩
の
核
武
装
な
ど
国
際
情
勢
は
揺
れ
動
い
て
い
る
。
混
沌
と
し
た

時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
視
点
、
物
事
の
考
え
方
が

必
要
だ
ろ
う
か
。
今
春
『
素
心 —

—

ぶ
れ
な
い 

や
さ
し
い—

—

』
を

上
梓
し
た
本
協
会
代
表
理
事
代
行
の
小
林
利
彦
氏
に
聞
い
た
。

―
―
今
春
、『
国
際
人
に
な
る
た
め

の
Ｉｎs
ｉ
g
ｈ
ｔ	

Ｔ
rac
k
』

に
続
く
著
書
と
し
て
、『
素
心
』

を
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。最
初
に
、

タ
イ
ト
ル
に
込
め
た
思
い
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

本
書
の
冒
頭
に
も
書
い
て
い

る
の
で
す
が
、「
素
心
」
と
は
、

中
国
の
唐
代
の
書
家
で
あ
る
顔が

ん

真し
ん

卿け
い

が
初
め
て
使
っ
た
言
葉

で
、「
平
常
心
で
も
の
の
本
質

を
見
極
め
る
心
」
と
い
う
意
味

で
す
。
つ
ま
り
、「
事
に
あ
た

っ
て
動
じ
な
い
心
」
と
い
う
こ

と
で
、
私
は
こ
の
言
葉
を
と
て

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
本
書
で
は
、
目
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
国
際
情
勢
に
つ
い
て
、

鋭
い
視
点
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
国
際
情
勢
を
ど
う
ご
覧

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

確
か
に
こ
こ
数
年
、
イ
ギ
リ

ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
ト
ラ
ン
プ
の

ア
メ
リ
カ
大
統
領
就
任
、
北
朝

鮮
の
核
開
発
な
ど
、
世
間
が
あ

っ
と
驚
く
よ
う
な
出
来
事
が
続

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
当

に
世
界
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

と
い
う
の
も
、
Ｉ
Ｔ
の
発
達

に
よ
り
一
瞬
に
し
て
世
界
全
体

で
情
報
が
共
有
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
の
お
か
げ

で
時
間
と
距
離
の
壁
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
多
少

の
誤
差
が
あ
る
と
し
て
も
、“
あ

る
日
突
然
、
大
き
な
変
化
が
現

れ
る
”
と
い
う
こ
と
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
一
見
驚
く
よ

う
な
出
来
事
も
実
は
そ
の
前
に

何
ら
か
の
兆
候
が
あ
っ
た
り
、

過
去
に
も
同
じ
よ
う
な
事
象
が

発
生
し
て
い
る
も
の
で
す
。
そ

う
考
え
て
、
冷
静
に
情
勢
を
捉

え
る
こ
と
、
ま
さ
に
「
事
に
あ

た
っ
て
動
じ
な
い
心
」
が
必
要

な
の
で
す
。

―
―
医
療
経
営
士
の
方
々
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
で

昨
年
６
月
、
こ
れ
ま
で
医
療

機
関
勤
務
者
の
み
に
与
え
ら
れ

て
い
た
「
医
療
経
営
士
１
級
」

の
資
格
を
、
医
療
機
関
外
勤
務

者
に
も
認
め
る
と
い
う
認
定
要

件
の
改
正
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に

伴
い
誕
生
し
た
の
が
「
医
療
経

営
指
導
士
」
だ
。

「
医
療
経
営
指
導
士
」
は
、
１

級
資
格
認
定
者
の
み
に
認
め
ら

れ
た
特
権
で
、
本
協
会
へ
名
称

使
用
の
登
録
申
請
を
行
い
、
許

可
さ
れ
る
と
、「
医
療
経
営
指

導
士
」
の
名
称
を
使
用
し
、
協

会
公
認
と
し
て
事
業
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
事
業
ご
と

の
申
請
許
可
が
必
要
と
な
る

が
、「
医
療
経
営
指
導
士
」「
医

療
経
営
士
」
の
名
称
を
冠
し
た

試
験
対
策
講
座
や
研
究
会
・
講

演
会
の
主
催
が
可
能
だ
。

「
医
療
経
営
指
導
士
」
は
本
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
の
う

え
、
本
協
会
が
病
院
や
企
業
か

ら
研
修
等
に
お
い
て
講
師
派
遣

の
依
頼
を
受
け
た
際
に
、
優
先

的
に
斡
旋
を
行
う
な
ど
、
広
報

を
含
め
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
。

し
ょ
う
か
。

医
療
経
営
士
の
皆
さ
ん
に
、

仕
事
を
始
め
る
う
え
で
役
立
つ

①
ｓ
ｅ
ｅ 

ｉ
ｔ
、
②
ｏ
ｗ
ｎ 

ｉ
ｔ
、
③
ｓ
ｏ
ｌ
ｖ
ｅ 

ｉ
ｔ
、

④
d
ｏ 

ｉ
ｔ
―
―
の
４
則
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

新
し
い
仕
事
を
始
め
る
と

き
、
ま
ず
は
周
り
の
状
況
や
課

題
を
よ
く
見
て
（
ｓ
ｅ
ｅ 

ｉ

ｔ
）、
そ
の
原
因
や
本
質
を
自

分
の
も
の
に
し
ま
す
（
ｏ
ｗ
ｎ 

ｉ
ｔ
）。
自
分
の
な
か
で
消
化

で
き
た
ら
、解
決
策
を
考
え（
ｓ

ｏ
ｌ
ｖ
ｅ 

ｉ
ｔ
）、
最
後
は
実

行
あ
る
の
み
（
d
ｏ 

ｉ
ｔ
）

と
い
う
意
味
で
す
。

組
織
の
な
か
で
経
営
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
く
に

は
、
自
ら
考
え
、
そ
れ
を
客
観

的
に
評
価
し
、
見
え
る
化
す
る

冷
静
さ
と
、
経
営
者
や
現
場
職

員
に
訴
え
、
周
り
を
巻
き
込
ん

で
い
く
実
行
力
の
両
方
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
４
つ
の

ｉ
ｔ
を
念
頭
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
医
療
経
営
士
に
は
、

医
療
経
営
士
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
知
識
を
高
め
な
が
ら
職

場
で
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

経
営
層
や
多
職
種
に
ね
ば
り
強

く
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
。「
し
つ
こ
い
」
と
言
わ
れ

た
ら
し
め
た
も
の
だ
と
捉
え

て
、
ど
ん
ど
ん
現
場
に
出
て
存

在
感
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
ど
４
月
１
日
付
け

で
、
初
の
「
医
療
経
営
指
導
士
」

が
誕
生
し
た
。
医
療
法
人
で
本

部
長
兼
事
務
長
を
務
め
、
北
海

道
で
初
め
て
１
級
資
格
を
取
得

し
た
平
間
康
宣
氏
だ
。
平
間
氏

は
、
２
０
１
８
年
度
よ
り
北
海

道
大
学
で
ス
タ
ー
ト
す
る
、
病

院
経
営
人
材
に
関
す
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
北
海
道
大
学
病
院

経
営
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

育
成
拠
点
」
に
お
い
て
、
医
療

政
策
学
の
武
藤
正
樹
氏
（
国
際

医
療
福
祉
大
学
大
学
院
教
授
）

や
医
療
経
済
学
の
権
丈
善
一
氏

（
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
教
授
）

と
い
っ
た
名
立
た
る
有
識
者
と

と
も
に
名
を
連
ね
、「
病
院
組

織
管
理
論
」
の
講
義
を
受
け
持

つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

平
間
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や

「
医
療
経
営
指
導
士
」
と
し
て

の
今
後
の
活
動
に
対
す
る
意
気

込
み
は
、
本
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
平
間
氏
へ
の
研
修
等

の
講
師
依
頼
も
本
協
会
事
務
局

で
受
け
付
け
て
い
る
。

冷
静
に
情
勢
を
捉
え
る

動
じ
な
い
心
が
重
要

医
療
経
営
士
と
し
て
自
覚
を

持
ち
ね
ば
り
強
く
挑
戦
を

こばやし・としひこ●1961年、東京
大学薬学部卒業。70年、オーストラ
リア国立大学医学大学院修了。アッ
プジョンファルマスーティカルズ社
長、米国Ｅリリー社副社長、日本Ｅリ
リー社副社長兼Ｒ＆Ｄ本部長、米国
研究製薬工業協会対日技術委員代表
などを経て、現在、東京大学校友会顧
問・東京大学薬友会会長などを務め
る。著書に『国際人になるための
Insight	Track』（日本医療企画）

小林利彦	著
日本医療企画	刊 定価1,620円（税込）

素
心

―
―
ぶ
れ
な
い 

や
さ
し
い
―
―

【
和
文
・
英
文
】

好評
発売中

協
会
公
認
の
下
、講
座
開
催
や

講
師
と
し
て
の
活
躍
に
期
待

初
の「
医
療
経
営
指
導
士
」は

北
海
道
の
平
間
氏
に

1968年生まれ。北海道出
身。1989年旭川工業高等
専門学校卒業後、外資系
製薬会社勤務を経て、
1998年石田病院（現医療
法人仁友会北彩都病院）
入職。2003年企画課長、
2013年事務長を経て、
2016年より現職。

平間康宣氏
（ひらま・やすのり）
医療法人仁友会	仁友会本部長、
北彩都病院事務長

「医療経営はおもしろい」を
キャッチフレーズに、医療
経営のおもしろさと医療
経営士の魅力を広めたい！

書籍『素心――ぶれない やさしい――』を上梓
小林利彦代表理事代行 特別インタビュー



8,640円（税込）
15,400円（税込） 両分野受験者

13,400円（税込）

【お問い合わせ・お申し込み】 一般社団法人日本医療経営実践協会事務局 ☎03-5296-1933 http://www.JMMPA.jp/

医療経営士 資格認定試験3級 2級

同僚や
お知り合いの方に
ご紹介ください

第24回「医療経営士3級」 第15回「医療経営士2級」

受験資格

試験会場
（予定）

受験料
※手数料別途

団体受験	 ◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめてお申し込みできます。
	 ◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります

年齢、学歴、国籍等の
制約はありません

3級資格認定試験合格者かつ、
本会正会員

札幌・盛岡・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・鹿児島・沖縄

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・沖縄

分野受験者
（分野合格者）

医療経営士 資格認定試験 日程

試験日

5月15日㊋受験料支払締切日

4月17日㊋～5月11日㊎受験エントリー期間

617日2018年

受
験エントリー

5月11日
㊎まで!!
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６
％
）
だ
っ
た
。

〔
勤
務
先
別
構
成
〕（
表
３
）

受
験
者
数
で
は
、
前
回
に
引

き
続
き
「
医
療
関
連
企
業
」
が

２
７
１
２
人
と
突
出
し
て
高

く
、
全
体
の
73
・
６
％
を
占
め

た
。
製
薬
企
業
の
団
体
受
験
の

増
加
な
ど
、
近
年
、
医
療
関
連

業
界
で
医
療
経
営
士
資
格
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
背
景

と
見
ら
れ
る
。

な
お
、「
医
療
関
連
企
業
」

の
受
験
者
数
は
今
回
で
累
計

１
万
３
７
５
１
人
と
な
り
、
累

〔
結
果
概
要
〕（
表
１
）

受
験
申
込
者
数
４
０
０
９
人

の
う
ち
３
６
８
６
人
が
受
験

（
受
験
率
91
・
９
％
）
し
、

１
７
４
８
人
が
合
格
と
な
っ
た

（
合
格
率
47
・
４
％
）。

〔
年
代
別
構
成
〕（
表
２
）

受
験
者
数
・
合
格
者
数
と
も

に
「
30
歳
以
上
39
歳
以
下
」
が

最
多
、「
40
歳
以
上
49
歳
以
下
」

が
続
く
。
合
格
率
も
同
様
に

「
30
歳
以
上
39
歳
以
下
」（
52
・

６
％
）
が
ト
ッ
プ
で
、
次
点
が

「
40
歳
以
上
49
歳
以
下
」（
45
・

第23回「医療経営士3級」資格認定試験  結果詳報

3,686人が受験、新たに
1,748人の合格者が誕生！

一般社団法人日本医療経営実践協会（代
表理事吉原健二）は3月18日（日）、第
23回「医療経営士3級」資格認定試験を
全国55会場で実施。3,686人が受験し、
1,748人が合格した。これにより、医療
経営士３級の受験者は累計３万616人、
累計合格者数は1万3,786人となった。
今試験の結果詳細について報告する。

計
受
験
者
数
３
万
６
１
６
人
の

44
・
９
％
を
占
め
て
い
る
。

一
方
、「
病
医
院
」の
受
験
者

数
は
今
回
３
２
７
人
で
全
体
の

８
・
９
％
。累
計
で
は
５
３
３
４

人
で
全
体
の
17
・
４
％
と
な
っ

て
い
る
。

〔
男
女
別
構
成
〕

受
験
者
数
は
男
性
３
２
７
２

人
、
女
性
４
１
４
人
。
合
格
率

は
男
性
47
・
３
％
、
女
性
48
・
３

％
と
大
差
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
今
回
ま
で
の
累
計
受

験
者
数
は
男
性
２
万
６
５
７
４

人
で
、
全
体
の
86
・
８
％
を
占

め
た
。
一
方
、
女
性
の
累
計
受

験
者
数
は
４
０
４
１
人
で
、
全

体
の
13
・
２
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

〔
都
道
府
県
別
構
成
〕

前
回
同
様
、
受
験
者
数
・
合

格
者
数
と
も
に
東
京
都
が
最
多

（
受
験
者
数
５
０
６
人
、
合
格

者
数
２
８
５
人
）。
続
い
て
大

阪
府
（
受
験
者
数
２
９
３
人
、

合
格
者
数
１
３
８
人
）、
神
奈

川
県
（
受
験
者
数
２
２
３
人
、

合
格
者
数
１
１
５
人
）
が
多
か

っ
た
。

※カッコ内の数値は全体に占める割合。小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計が100％になら
ない場合がある。

※勤務先別の「その他」には、弁護士、税理士等の士業、建設会社等の一般企業が該当する。

2018年度「医療経営士」資格認定試験ポスターを掲
示していただける会員の方を募集中です。ご希望の
方は下記お申し込みメールアドレスへ「医療経営士
ポスター希望」と件名をつけ、お名前、所属先、肩
書き、送付先住所、電話番号、必要部数をご明記の上、
ご連絡ください。皆様のご応募をお待ちしています。

表 1 第23回3級試験および過去試験累計結果概要

 第23回試験 第1～23回試験累計

申込者数 4,009人 33,884人

受験者数 3,686人 30,616人

合格者数 1,748人 13,786人

合格率 47.4% 45.0%

表 2 受験者・合格者の年代別構成

 受験者数 合格者数 合格率

29歳以下 618人（16.8％） 268人（15.3％） 43.4%

30歳以上39歳以下 1,284人（34.8％） 676人（38.7％） 52.6%

40歳以上49歳以下 1,178人（32.0％） 537人（30.7％） 45.6%

50歳以上59歳以下 575人（15.6％） 253人（14.5％） 44.0%     

60歳以上 31人（ 0.8％） 14人（ 0.8％） 45.2%

表 3 受験者・合格者の勤務先別構成

 受験者数 合格者数 合格率

病医院勤務者 327人（ 8.9％） 161人（ 9.2％） 49.2%

医療関連企業勤務者 2,712人（73.6％） 1,372人（78.5％） 50.6%

金融機関勤務者 364人（ 9.9％） 97人（ 5.5％） 26.6%

大学生・短大生 27人（ 0.7％） 17人（ 1.0％） 63.0%

その他（個人等） 256人（ 6.9％） 101人 （ 5.8％） 39.5%
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に2018年度試験ポスターが完成

掲示していただける会員の方を
募集中!

【お申し込み】E-mail：info@jmmpa.jp


